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報道関係者各位 

2017 年 12 月 13 日 

沢 井 製薬 株式 会 社 

ラべプラゾール Na 錠 10mg「サワイ」 

－ 用法・用量追加承認取得のお知らせ － 

沢井製薬株式会社（本社：大阪市淀川区、代表取締役社長：澤井光郎）は、本日 12 月 13 日、ラべプ

ラゾール Na 錠 10mg「サワイ」につきまして、「用法・用量」の追加承認を取得したことをお知らせ

いたします。 

 

 

効能・効果 

胃潰瘍、十二指腸潰瘍、吻合部潰瘍、逆流性食道炎、Zollinger-

Ellison 症候群、非びらん性胃食道逆流症 

下記におけるヘリコバクター・ピロリの除菌の補助 

胃潰瘍、十二指腸潰瘍、胃 MALT リンパ腫、特発性血小板減少性

紫斑病、早期胃癌に対する内視鏡的治療後胃、ヘリコバクター・ピ

ロリ感染胃炎 

用法・用量 

（下線部分が追加項目） 

○胃潰瘍、十二指腸潰瘍、吻合部潰瘍、Zollinger‐Ellison 症候群 

通常、成人にはラベプラゾールナトリウムとして 1 回 10mg を 1 日 1

回経口投与するが、病状により 1 回 20mg を 1 日 1 回経口投与するこ

とができる。なお、通常、胃潰瘍、吻合部潰瘍では 8 週間まで、十二

指腸潰瘍では 6 週間までの投与とする。 

 

○逆流性食道炎 

＜治療＞ 

逆流性食道炎の治療においては、通常、成人にはラベプラゾールナト

リウムとして 1 回 10mg を 1 日 1 回経口投与するが、病状により 1 回

20mg を 1 日 1 回経口投与することができる。なお、通常、8 週間ま

での投与とする。また、プロトンポンプインヒビターによる治療で効

果不十分な場合、1 回 10mg 又は 1 回 20mg を 1 日 2 回、さらに 8 週

間経口投与することができる。ただし、1 回 20mg 1 日 2 回投与は重

度の粘膜傷害を有する場合に限る。 
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＜維持療法＞ 

再発・再燃を繰り返す逆流性食道炎の維持療法においては、通常、成

人にはラベプラゾールナトリウムとして 1 回 10mg を 1 日 1 回経口投

与する。また、プロトンポンプインヒビターによる治療で効果不十分

な逆流性食道炎の維持療法においては、1 回 10mg を 1 日 2 回経口投

与することができる。 

 

○非びらん性胃食道逆流症 

通常、成人にはラベプラゾールナトリウムとして 1 回 10mg を 1 日 1

回経口投与する。なお、通常、4 週間までの投与とする。 

 

○ヘリコバクター・ピロリの除菌の補助 

通常、成人にはラベプラゾールナトリウムとして 1 回 10mg、アモキ

シシリン水和物として 1 回 750mg（力価）及びクラリスロマイシン

として 1 回 200mg（力価）の 3 剤を同時に 1 日 2 回、7 日間経口投

与する。 

なお、クラリスロマイシンは、必要に応じて適宜増量することができ

る。ただし、1 回 400mg（力価）1 日 2 回を上限とする。 

プロトンポンプインヒビター、アモキシシリン水和物及びクラリスロ

マイシンの 3 剤投与によるヘリコバクター・ピロリの除菌治療が不成

功の場合は、これに代わる治療として、通常、成人にはラベプラゾー

ルナトリウムとして 1 回 10mg、アモキシシリン水和物として 1 回

750mg（力価）及びメトロニダゾールとして 1 回 250mg の 3 剤を同

時に 1 日 2 回、7 日間経口投与する。 

 

 

 

 

 

 

◆お問い合わせ先◆ 

沢井製薬株式会社 戦略企画部 広報・IR グループ 

TEL：06-6105-5718／E-mail：koho@sawai.co.jp 

mailto:koho@sawai.co.jp

